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修土論文要旨
月経が身体機能及びトレーニングに及ぼす影響と
　　　　　　　　　　　女性選手のコーチングについて
E価ects　ofMenstra1FunctiononBothPhysica1Fitness　andTmining　and
　　　　　　　　　　　　　CoachingforAth1eticWomen
清水　都（Miyako　Shimizu）
【緒　言】
　女性選手においては、激しいトレーニングによる初経発
来年齢の遅延、続発性無月経などの各種月経異常が報告さ
れており、月経周期に伴ってコンディションは刻々と変化
する。このような月経に関する問題については、男性指導
者が大半を占めるスポーツの現場においては必ずしも正し
く理解されていないのが現状である。そこで、トレーニン
グが月経に及ぼす影響、および月経がパフォーマンスに及
ぼす影響を明らかにすると共に、女性選手の月経および
コーチングに対する男性指導者の見解を明らかにすること
で、適切な体調管理やピーキング、障害予防の検討と、女
性選手の月経における問題点の解決を目的とした。
【方　法】
　被験者は、早稲田大学体育局各運動部に所属し、激しい
トレーニングを行っている女子大学生74名。さらに、同大
学において女性選手の競技指導を行う男性指導者6名であ
る。女性選手に対し、現在の月経状態、月経によるコンディ
ションの変化、および男性指導者に対する意識調査など5
項目14の質問についてアンケート調査により回答を求めた。
さらに、男性指導者に対しても、月経や女性選手のコーチ
ングについてアンケート調査およびインタビュー方式で回
答を得た。
【結果】
　運動部所属の女子大学生における月経状態は、正常月経
周期：22％、やや不規則な月経周期：41％、不整周期症：
32％、続発性無月経：5％、不整周期症および続発性無月
経の「月経周期異常」である選手が37％認められた。
　月経周期異常の選手においては、トレーニングにおける
ストレスとの相関性が認められた。また、月経周期による
コンディションの差異については、月経後1週問から次回
月経開始2週間前の時期は良好であり、月経前1週間から
月経期間中は悪化すると自覚する選手が多かった。
　月経期問中のトレーニングにおいて、パフォーマンスの
発揮に大きな差異は感じないと回答した選手は60％認めら
れた。また、月経期間中にパフォーマンスが悪化すると回
答した選手においては、精神的ストレスがパフォーマンス
の悪化に影響を及ぼすことが認められた。
　月経に関して男性指導者に相談できないと回答した選手
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が70％認められ、また、男性指導者から月経に関して問わ
れることは不快ではないとした選手が58％認められた。
　男性指導者に対する調査では、女性選手と男性選手で指
導方法に相違点があるとの回答が83％であり、女性選手に
おいては信頼関係が重要であるとの意見が多かった。
【考　察】
　運動部所属の女子大学生において高率の月経周期異常が
みられ、激しいトレーニングに伴うストレスが月経周期に
異常をきたす一因であることが示唆された。対処策として
選手自身の自已管理に加え、指導者やトレーナーなどのコ
ンディショニングも重要な役割である。また、月経周期異
常の発現には、種々の要因が相互に作用し合っていること
が考えられるため、選手に起こりうる因子の一つ一つを解
明することが障害予防において重要なことといえる。
　月経期問中はコンディションの悪化を自覚する選手が多
数であったものの、パフォーマンスに影響はないとする選
手が過半数認められた。．一方、パフォーマンスが低下する
とした選手においては、月経に起因する心理的ストレスの
影響が示唆された。指導者は選手の特性を考慮したトレー
ニングスケジュールを組むことが重要とされ、月経周期と
試合などを並行して考えることはピーキングや女性選手の
パフォーマンスを向上させるうえで有効なことといえる。
　女性選手のコーチングにおいては、指導以前の信頼関係
が重要と考えられる。また、月経に関して、男性指導者か
らは配慮された態度がみられたが、女性選手においては男
性の指導者には相談できないという意見が多数であった。
したがって、月経への祥応については女性選手と男性指導
者の橋渡し役として、女性のコーチングスタッフを配置す
ることは有効な手段といえる。
【結論】
　運動部所属の女子大学生における月経状態の調査では、
月経異常の選手が多数認められ、トレーニングによるスト
レスの影響が示唆された。また、月経周期によるコンディ
ションの変化は明らかとなったが、月経期におけるパ
フォーマンス低下は示唆されなかった。女性選手のコーチ
ングにおいては、信頼関係が重要であると考えられ、月経
への対応には女性のコーチングスタッフを配置することが、
良好な指導環境を構築するうえで良い方法といえる。
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